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豊かな自然　歴史と文化に彩られた　果樹園交流のまち　甲州市

１１月８日、第３５回武田陣中ほうとう
祭りを日川渓谷レジャーセンターで開催
しました。見頃を迎えた渓谷の紅葉を眺
めながら、地元のキノコやカボチャなど
野菜を大鍋で煮込んだほうとう。ほかほ
かとおいしそうな湯気が立ち上がり、訪
れた皆さんを心から温めました。
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表彰
（敬称略・順不同）

※住所未掲載は本
　人の希望による
　もの。

　
甲
州
市
制
施
行
日
の
11
月
１
日
、
甲
州
市
民
文
化

会
館
で
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
、
市
制
施
行
10
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
田

辺
市
長
が
甲
州
市
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み
を
振

り
返
る
式
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
、
地
域
の
活
性
化
や

発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
、

表
彰
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

甲
州
市
制
施
行

10
周
年
記
念
式
典

有
功
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
、
市
の
公
職
を

勤
め
る
な
ど
、
本
市
の
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

市
議
会
議
員

　
丸
山　
国
一
（
上
於
曽
）

前
農
業
委
員

　
佐
藤　
　
守
（
初
鹿
野
）

功
労
表
彰

　

多
年
市
の
公
職
に
あ
た
り
功
績

が
あ
る
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

前
市
消
防
団
　
団
長

　
小
倉　
孝
三
（
上
於
曽
）

前
市
消
防
団
　
分
団
長

　
佐
藤　
貴
久
（
菱　
山
）

　
田
邉　
　
健
（
上
井
尻
）

　
廣
瀬　
行
人
（
上
於
曽
）

　
小
野　
　
洋
（
上
萩
原
）

　
雨
宮　
秀
一
（
竹　
森
）

　
塩
澤　
　
正
（
西
広
門
田
）

　
吉
原　
義
明
（
下
岩
崎
）

　
渡
辺　
一
昭
（
勝　
沼
）

前
市
消
防
団
　
副
分
団
長

　
岡
部　
秀
樹
（
中　
原
）

　
古
屋　
一
彦
（
初
鹿
野
）

　
深
澤　
幸
治
（
福
生
里
）

前
市
消
防
団
　
部
長

　
館　
　
正
彦
（
上
萩
原
）

　
古
屋　
　
実
（
初
鹿
野
）

　
木
下　
清
都
（
山
梨
市
）

　
内
田　
真
也
（
中　
原
）

　
深
澤　
清
行
（
福
生
里
）

　
内
田　
尊
博
（
中　
原
）

　
内
田　
伸
一
（
菱　
山
）

　
手
塚　
孝
一
（
上
小
田
原
）

　
三
枝　
俊
和
（
上
粟
生
野
）

　
夏
八
木
秀
実
（
菱　
山
）

食
生
活
改
善
推
進
員

　
北
井　
早
苗
（
西
広
門
田
）

　
保
坂　
和
美
（
牛　
奥
）

　
吉
澤　
民
江
（
下
塩
後
）

　
岡　
由
美
子
（
中
萩
原
）

　
田
邊　
章
枝
（
下
於
曽
）

　
佐
藤
あ
つ
子
（
三
日
市
場
）

　
岡
部　
菊
枝
（
上
於
曽
）
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廣
瀬　
律
子
（
上
塩
後
）

　
高
石　
富
子
（
平　
沢
）

前
教
職
員
　
校
長

　
今
澤
寛
万
呂
（
山
梨
市
）

　
楡
井　
俊
彦
（
竹　
森
）

　
川
﨑　
敏
朗
（
上
岩
崎
）

前
市
職
員

　
雨
宮　
敏
明
（
上
岩
崎
）

　
菊
島　
浩
一
（
上
於
曽
）

　
髙
山　
義
一
（
上
岩
崎
）

　
三
森　
　
斉
（
菱　
山
）

　
雨
宮　
　
拓
（
等
々
力
）

感
謝
状

　

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
多
額
の
ご

寄
付
を
さ
れ
た
方
及
び
団
体
の
皆

様
に
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

市
政
推
進
事
業

　
植
野　
　
保
（
上
於
曽
）

　
奥
山　
二
郎
（
東
京
都
）

社
会
教
育
事
業

　
中
村
は
る
ね
（
東
京
都
）

　
中
村　
夏
野
（
東
京
都
）

教
育
振
興
事
業

　
上
矢　
利
代
（
笛
吹
市
）

宮
光
園
整
備
事
業

　
メ
ル
シ
ャ
ン
株
式
会
社

芸
術
文
化
事
業

　
彫
刻
家　
井
上　
麦
（
下
萩
原
）

ふ
る
さ
と
支
援
事
業

　
山
本　
豊
一
（
東
京
都
）

　
杉
岡　
弘
美

　
早
川　
　
潤

　
根
本　
保
明
（
東
京
都
）

　
山
森　
康
宏
（
兵
庫
県
）

　
内
田　
和
仁
（
東
京
都
）

　
青
野　
史
寛
（
千
葉
県
）

　
石
黒　
京
子
（
福
井
県
）

　
安
藤
健
太
郎
（
埼
玉
県
）

　
株
式
会
社
エ
ス
・
ケ
イ
通
信

　
　
　
　
　
　

  （
東
京
都
）

　広く市民に敬愛され、社会に明るい
希望を与え、本市の名を高めた方及び
団体を表彰するものです。

甲州市民栄誉特別賞
第１８回日伯（ブラジル）友好カップ
Ｊリーグ選抜チーム
※全国 18 名
　若月　太聖（塩中 3 年）

甲州市民栄誉賞
第１０回国際標準化オリンピック日本
代表  銅メダル
　反田　雄翔（塩中 3 年）
　古屋　丞司（塩中 3 年）
　廣瀬　佳祐（塩中２年）

10
周
年
を
記
念
し
て
出
席
者
全
員
で

万
歳
三
唱
（
右
）
／
今
年
度
10
歳
を

む
か
え
る
市
内
の
小
学
校
４
年
生
を

代
表
し
て
10
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
左

上
）
／
井
尻
小
の
児
童
が
市
民
憲
章

を
朗
読
（
左
中
）
／
式
辞
を
述
べ
る

田
辺
市
長
（
左
下
）

甲州市民栄誉特別賞
甲州市民栄誉賞
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地方交付税
57億 4,792 万 6千円

市税
42億 3,022 万 8千円

市債
31億 2,455 万 2千円

国・県支出金
31億 6,447 万 7千円

分担金及び負担金など
31億 1,602 万 3千円

地方交付税
57億 4,792 万 6千円

市税
42億 3,022 万 8千円

市債
31億 2,455 万 2千円

国・県支出金
31億 6,447 万 7千円

地方譲与税・各種交付金
5億 7,635 万 5千円

分担金及び負担金など
31億 1,602 万 3千円

平
成
26
年
度 

甲
州
市
決
算

　
平
成
26
年
度
の
甲
州
市
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
各
決
算
が
、

９
月
の
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
平
成
26
年
度

決
算
の
財
政
指
標
に
つ
き
ま
し
て
は
10
月
号
の
広
報
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
財
政
状
況
の
公
表
に
併
せ
て
、
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
健
・
福
祉
や
教
育
、
産
業
の
振
興
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
最

も
関
連
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
の
平
成
26
年
度
決
算
の

概
要
に
つ
い
て
、
歳
入
は
、
前
年
度
比
９
億
３
，
８
１
２
万
２
千
円
（
４
．

９
％
）
増
加
の
１
９
９
億
５
，
９
５
６
万
１
千
円
、
歳
出
が
前
年
度
比
６
億
３
，

０
６
３
万
８
千
円
（
３
．
５
％
）
増
加
の
１
８
５
億
８
，
８
８
４
万
７
千
円
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
８
億
４
，
７
７
９
万
５
千
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
、
５
億
２
，
２
９
１
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入決算額内訳
区　　分 決　算　額

市 　 　 税 42 億 3,022 万 8 千円
地 方 譲 与 税 1 億 1,712 万円
利 子 割 交 付 金 652 万円
配 当 割 交 付 金 2,417 万 6 千円
株式等譲渡所得割交付金 1,412 万 7 千円
地 方 消 費 税 交 付 金 3 億 6,483 万円
ゴルフ場利用税交付金 1,663 万 2 千円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 1,843 万 7 千円
地 方 特 例 交 付 金 1,070 万 6 千円
地 方 交 付 税 57 億 4,792 万 6 千円
交通安全対策特別交付金 380 万 7 千円
分 担 金 及 び 負 担 金 3 億 6,999 万 3 千円
使 用 料 及 び 手 数 料 2 億 3,970 万 7 千円
国 庫 支 出 金 19 億 6,695 万 6 千円
県 支 出 金 11 億 9,752 万 1 千円
財 産 収 入 1,537 万 1 千円
寄 　 附 　 金 2 億 4,233 万 4 千円
繰 　 入 　 金 8 億 7,578 万 8 千円
繰 　 越 　 金 10 億 6,323 万円
諸 　 収 　 入 3 億 960 万円
市 　 　 債 31 億 2,455 万 2 千円

合　　計 199 億 5,956 万 1 千円

　
歳
入
で
は
、
市
税
で
、
業
績
の
向
上
に
よ
り
法
人
市
民

税
は
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
の
地
価
下
落
に

伴
う
評
価
額
の
減
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
全
体
と
し
て
は

８
，
１
９
７
万
４
千
円
（
△
１
．
９
％
）
の
減
、
地
方
交

付
税
は
１
億
２
，
８
１
１
万
２
千
円
（
△
２
．
２
％
）
の

減
、
国
庫
支
出
金
で
は
、
生
活
保
護
費
等
の
扶
助
費
の
増

に
伴
う
国
庫
負
担
金
の
増
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
補
助
金
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
交
付
金
、
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
の
増
な
ど

に
よ
り
、
１
億
４
，
１
２
６
万
７
千
円
（
７
．
７
％
）
の

増
、
県
支
出
金
は
、
雪
害
対
策
事
業
な
ど
増
要
因
が
あ
る

も
の
の
、
他
の
補
助
事
業
の
減
少
に
よ
り
２
２
７
万
６
千

円
（
△
０
．
２
％
）
の
減
、
寄
附
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
推
進
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増
に
よ

り
、
２
億
２
，
３
６
３
万
２
千
円
（
１
，
１
９
８
．
８
％
）

の
増
、
繰
入
金
は
、
雪
害
対
策
事
業
の
一
般
財
源
分
を
確

保
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
等
か
ら
繰
り
入
れ
た
こ
と

に
よ
り
、８
億
１
，９
２
７
万
３
千
円（
１
，４
４
９
．７
％
）

の
増
、
市
債
は
、
前
年
度
実
施
し
た
大
型
の
普
通
建
設
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
合
併
特
例
債
の
減
な
ど
に
よ

り
３
億
６
，
３
１
４
万
８
千
円
（
△
10
．
４
％
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

一般会計
【歳入】

　
歳
出
で
は
、
総
務
費
で
衆
議
院
議
員
選
挙

及
び
山
梨
県
知
事
選
挙
の
経
費
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
経
費
の
増
な

ど
に
よ
り
３
億
３
２
９
万
１
千
円
（
13
．
５
％
）

の
増
と
な
り
、
民
生
費
は
、
介
護
保
険
特
別
会

計
繰
出
金
の
増
、
生
活
保
護
扶
助
費
の
増
、
臨

時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯
特
例
交
付
金

の
増
な
ど
に
よ
り
、
３
億
２
，
９
２
０
万
７
千

円
（
７
．
８
％
）
の
増
と
な
り
、
衛
生
費
は
簡
易

水
道
会
計
操
出
金
の
増
、
甲
府
・
峡
東
ご
み
処

理
施
設
組
合
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
１
億
１
，

４
５
５
万
５
千
円
（
７
．
４
％
）
の
増
と
な
り
、

農
林
水
産
業
費
は
、
平
成
26
年
２
月
の
大
雪
に
よ

る
倒
壊
ハ
ウ
ス
等
の
撤
去
、
再
建
に
係
る
支
援
事

業
、
有
害
鳥
獣
防
護
柵
整
備
事
業
、
市
単
土
地
改

良
事
業
な
ど
の
増
要
因
も
あ
っ
た
が
、
果
樹
産
地

再
生
関
連
施
設
整
備
事
業
補
助
金
及
び
農
山
漁
村

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
の
減
な
ど
に

よ
り
３
，
９
１
９
万
２
千
円
（
△
３
．
２
％
）
の

減
と
な
り
、
商
工
費
は
、
近
代
産
業
遺
産
整
備

事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
６
，
０
６
５
万
９
千

円
（
11
．
４
％
）
の
増
と
な
り
、
土
木
費
は
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り

５
，２
８
４
万
７
千
円（
３
．
１
％
）の
増
と
な
り
、

消
防
費
は
、
24
・
25
年
度
継
続
事
業
で
行
っ
た
防

災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業
費
が
終
了
し
た
こ
と

に
よ
り
、
７
億
１
，
６
３
０
万
９
千
円
（
△
53
．

０
％
）
の
大
幅
な
減
と
な
り
、
教
育
費
は
、
前
年

度
実
施
の
学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業
費
、
中
央
公

民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
費
な
ど
の
減
要
因
が
あ

る
も
の
の
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
勝

沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
費
の
増
な
ど

に
よ
り
２
億
８
，２
２
３
万
１
千
円
（
12
．
８
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳　入
１９９億５，９５６万１千円

一般会計
【歳出】
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歳出決算額内訳（目的別）
区　　分 決　算　額

議 会 費 1 億 8,465 万 7 千円
総 務 費 25 億 5,658 万 5 千円
民 生 費 47 億 2,673 万 7 千円
衛 生 費 16 億 5,866 万 6 千円
労 働 費 2,397 万 2 千円
農 林 水 産 業 費 11 億 6,688 万 3 千円
商 工 費 5 億 9,240 万 6 千円
土 木 費 17 億 7,629 万 2 千円
消 防 費 6 億 3,559 万 7 千円
教 育 費 27 億 7,506 万円
公 債 費 24 億 8,149 万 7 千円
予 備 費 0 円
災 害 復 旧 費 1,049 万 5 千円

合　　計 185 億 8,884 万 7 千円

平成 26 年度特別会計決算総括表
会計名 歳入総額 歳出総額 実質収支額

国 民 健 康 保 険 事 業 43 億 7,029 万 4 千円 43 億 4,926 万 7 千円 2,102 万 7 千円
診 療 所 事 業 6,386 万 3 千円 6,249 万 2 千円 137 万 1 千円
後 期 高 齢 者 医 療 3 億 6,938 万 1 千円 3 億 6,858 万 1 千円 80 万円
介 護 保 険 事 業 33 億 9,747 万 3 千円 33 億 8,888 万 7 千円 637 万 2 千円
居 宅 介 護 予 防 支 援 事 業 1,572 万 1 千円 979 万円 593 万 1 千円
訪 問 看 護 事 業 6,033 万 1 千円 5,593 万 8 千円 439 万 3 千円
下 水 道 事 業 14 億 5,666 万 3 千円 14 億 5,616 万 3 千円 50 万円
簡 易 水 道 事 業 6 億 3,446 万円 6 億 3,396 万円 50 万円
大 藤 財 産 区 502 万 7 千円 291 万 5 千円 211 万 2 千円
神 金 財 産 区 1,124 万 3 千円 1,000 万 9 千円 123 万 4 千円
萩 原 山 財 産 区 1,807 万 7 千円 1,618 万 3 千円 189 万 4 千円
竹 森 入 財 産 区 107 万 5 千円 40 万 8 千円 66 万 7 千円
岩崎山保護財産区管理会 34 万 1 千円 18 万 7 千円 15 万 4 千円

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
人
件
費
、

扶
助
費
及
び
公
債
費
で
構
成
さ
れ
る
義
務
的
経
費

は
、
前
年
度
比
５
億
８
，
４
２
４
万
６
千
円
増
の

７
７
億
７
，
６
６
９
万
５
千
円
（
借
換
え
分
を
除
く

と
前
年
度
比
３
億
５
，
５
７
９
万
４
千
円
増
）
と

な
り
、
普
通
建
設
事
業
費
等
で
構
成
さ
れ
る
投
資
的
経
費
は
、
前
年
度

比
６
億
３
，
９
８
０
万
５
千
円
減
の
34
億
１
７
０
万
８
千
円
と
な
り
、

物
件
費
、
維
持
補
修
費
等
の
そ
の
他
の
経
費
は
、
前
年
度
比
６
億
８
，

６
１
９
万
７
千
円
増
の
７
４
億
１
，
０
４
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
末
の
一
般
会
計
の
市
債
現
在
高
は
、

２
４
６
億
２
，
４
７
３
万
９
千
円
と
な
り
９
億
９
８
６
万
２
千
円
増
加

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
を
行
い
な
が
ら
経
費
の
削
減
に
努
め
、
よ
り
水
準
の
高
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

財政
状況

特別
会計

義務的経費
77億 7,669 万 5千円

投資的経費
34億 170万 8千円

人件費
25億 5,793 万 5千円

扶助費
27億 3,726 万 3千円

公債費
24億 8,149 万 7千円

普通建設事業費
33億 9,121 万 3千円

物件費
27億 6,152 万 3千円

補助費等
24億 2,801 万 9千円

義務的経費
77億 7,669 万 5千円

投資的経費
34億 170万 8千円

人件費
25億 5,793 万 5千円

扶助費
27億 3,726 万 3千円

公債費
24億 8,149 万 7千円

普通建設事業費
33億 9,121 万 3千円

災害復旧事業費
1,049 万 5千円

物件費
27億 6,152 万 3千円

維持補修費
7,719 万 3千円

補助費等
24億 2,801 万 9千円

積立金　1億 9,690 万 8千円

投資及び出資金・貸付金
1億 2,000 万円

操出金　18億 2,680 万 1千円

民生費
47億 2,673 万 7千円

教育費
27億 7,506 万円

総務費
25億 5,658 万 5千円

公債費
24億 8,149 万 7千円

土木費
17億 7,629 万 2千円

衛生費
16億 5,866 万 6千円

民生費
47億 2,673 万 7千円

教育費
27億 7,506 万円

総務費
25億 5,658 万 5千円

公債費
24億 8,149 万 7千円

土木費
17億 7,629 万 2千円

衛生費
16億 5,866 万 6千円

農林水産業費　11億 6,688 万 3千円

消防費　6億 3,559 万 7千円

商工費　5億 9,240 万 6千円

議会費　1億 8,465 万 7千円労働費　2,397 万 2千円

災害復旧費　1,049 万 5千円

歳　出
１８５億８，８８４万７千円
目的別決算状況

性質別決算状況
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※水道事業会計において、収益的収入支出及び資本的収
入支出には仮受仮払消費税及び地方消費税を含む。

※水道事業会計において、資本的収入不足額は当年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損
益勘定留保資金で補てんした。

※勝沼ぶどうの丘事業会計において、収益的収入支出に
は入湯税を含む。

市民一人あたりの目的経費内訳
区　分 内　　容 金　額

民 生 費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 141,084 円
教 育 費 義務教育・生涯学習・文化財保護・スポーツ振興などのために 82,830 円
総 務 費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 76,309 円
公 債 費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 74,068 円
土 木 費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 53,019 円
衛 生 費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 49,508 円
消 防 費 防災・消防団・常備消防のために 18,971 円
農 林 水 産 業 費 農林業の振興のために 34,829 円
商 工 費 商工業や観光の振興のために 17,682 円
議 会 費 市議会の運営のために 5,512 円
労 働 費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 716 円

（人口３３，５０３人　平成２７年４月１日現在）

平成 26 年度甲州市企業会計決算額
事業名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

水 道 事 業 4 億 8,482 万 1 千円 4 億 2,800 万 5 千円 4,889 万円 1 億 5,061 万 4 千円
勝沼ぶどうの丘事業 9 億 7,721 万 2 千円 9 億 7,166 万 2 千円 0 円 0 円
勝 沼 病 院 事 業 2,159 万 6 千円 2,158 万 9 千円 1,281 万 7 千円 2,818 万 1 千円

企業
会計

市民一人あたりの歳出決算額は・・・５５４，８４１円
市民一人あたりの税負担額は・・・・１２６，２６４円

　市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、
わかりやすく例えるために、平成 26 年度一般会計
の決算を家計簿に置き換えてみました。

こうしゅう家
家計簿

収　入
こうしゅう家の年収

（市税などの自主財源） ５００万円

親からの支援
（国県支出金） ６４６万円

ローンの借入
（市債） ２１３万円

合　計 １, ３５９万円

支　出
食費（人件費） １７４万円
家族の医療費（扶助費） １８６万円
家族への仕送り（繰出金） １２４万円
自宅の増改築や車の修理費など

（投資的経費、維持補修費） ２３７万円

自治会やサークル活動の会費など
（補助費、貸付金） １７３万円

光熱費、通信費など（物件費） １８８万円
ローンの返済（公債費） １６９万円
その他（積立金、予備費） １３万円
合　計 １, ２６４万円

※勝沼ぶどうの丘事業会計において、収益的収入支出に
は仮受仮払消費税及び地方消費税を含む。( 支出には
リース資産購入消費税含む )

※勝沼病院事業会計において、収益的支出及び資本的支
出には仮払消費税及び地方消費税を含む。

※勝沼病院事業会計において、資本的収入不足額は過年
度分損益勘定留保資金で補てんした。　
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　※繰越分を含む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 2 ７年 9 月 30 日現在）
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引　　額

一 般 会 計 96 億 9,791 万 4 千円 69 億 3,235 万 3 千円 27 億 6,556 万 1 千円
国 民 健 康 保 険 事 業 19 億 7,521 万 7 千円 21 億 5,060 万 8 千円 △ 1 億 7,539 万 1 千円
診 療 所 事 業 1,758 万 4 千円 2,859 万 1 千円 △ 1,100 万 7 千円
後 期 高 齢 者 医 療 1 億 2,565 万 7 千円 1 億 7,660 万 8 千円 △ 5,095 万 1 千円
介 護 保 険 事 業 13 億 5,342 万 8 千円 14 億 508 万円 △ 5,165 万 2 千円
居 宅 介 護 予 防 支 援 事 業 1,163 万 3 千円 495 万 6 千円 667 万 7 千円
訪 問 看 護 事 業 2,157 万 9 千円 2,422 万 4 千円 △ 264 万 5 千円
下 水 道 事 業 6,171 万 7 千円 6 億 946 万 8 千円 △ 5 億 4,775 万 1 千円
簡 易 水 道 事 業 8,635 万 1 千円 2 億 5,968 万 6 千円 △ 1 億 7,333 万 5 千円
大 藤 財 産 区 489 万 2 千円 221 万円 268 万 2 千円
神 金 財 産 区 123 万 5 千円 2 万 5 千円 121 万円
萩 原 山 財 産 区 1,200 万 4 千円 930 万 2 千円 270 万 2 千円
竹 森 入 財 産 区 66 万 7 千円 9 万 1 千円 57 万 6 千円
岩 崎 山 保 護 財 産 区 管 理 会 15 万 4 千円 1 万 7 千円 13 万 7 千円

※「△」はマイナスを表します

（平成 27 年 9 月 30 日現在）
水　道　事　業

項　　目 金　　額
営業収益 1 億 4,399 万 6 千円
営業費用 1 億 5,777 万 6 千円
営業外収益 2,687 万 7 千円
営業外費用 1,232 万 1 千円

勝　沼　ぶ　ど　う　の　丘　事　業
項　　目 金　　額

営業収益 5 億 2,586 万 8 千円
営業費用 4 億 6,199 万円
営業外収益 １１万５千円
営業外費用 ０円

勝　沼　病　院　事　業
項　　目 金　　額

医業収益 0 円
医業費用 97 万 8 千円
医業外収益 3 千円
医業外費用 95 万 4 千円

（平成 27 年 9 月 30 日現在）
土　地 1,867,572㎡
建　物 186,761㎡
基　金 40 億 451 万円
出資金 2 億 382 万 5 千円

※平成 27 年度分として収入を見込んだ市税等の額
（平成 27 年 9 月 30 日現在）

市税等の内訳 金　　額
市 民 税（ 個 人 分 ） 13 億 2,953 万 7 千円
市 民 税（ 法 人 分 ） 9,018 万 9 千円
固 定 資 産 税 22 億 1,262 万 1 千円
軽 自 動 車 税 1 億 23 万 6 千円
市 た ば こ 税 1 億 1,860 万 8 千円
入 湯 税 910 万円
都 市 計 画 税 1 億 3,899 万 4 千円
国 民 健 康 保 険 税 10 億 5,085 万 1 千円

甲州市の 財政状況の公表

◆お問い合わせ先　財務経営課　☎３２ ‐ ５０６５

※一般会計、特別会計、企業会計の合計
（平成 27 年 9 月 30 日現在）

市 債 365 億 398 万 1 千円
一時借入金 0 円

市債及び一時借入金の現在高

公営事業の経理の概況 財産、基金及び出資金の状況

住民負担の状況

平成２７年４月 1 日から９月３０日までの会計別収支の状況
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年
末
年
始
公
共
施
設
等
の

休
館
日
の
ご
案
内

12 月 1月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

施設名 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
文
化
施
設
・
図
書
館

甲州市民文化会館　 ☎３２‐１４１１
勝沼市民会館・勝沼防災センター ☎４４‐１１１１
勝沼中央公民館 ☎４４‐２１００
大和ふるさと会館 ☎４８‐２９２１
塩山図書館　 ☎３２‐１５０５
甘草屋敷子ども図書館　 ☎３３‐５９２６
勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
大和図書館　 ☎４８‐２９２１
ぶどうの国文化館　 ☎４４‐３３１２
旧高野家住宅・甘草屋敷　 ☎３３‐５９１０
勝沼トンネルワインカーヴ　 ☎２０‐４６１０
大日影トンネル遊歩道 ―
旧田中銀行博物館　 ☎４４‐３７５５
宮光園　 ☎４４‐０４４４
釈迦堂遺跡博物館　 ☎４７‐３３３３

ス
ポ
ー
ツ

塩山体育館・塩山総合グラウンド・塩山ふれあい館 ☎３２‐１１１６
塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター　 ☎３２‐１５９６
勝沼中央公園グラウンド・勝沼体育館・勝沼勤労者体育館 ☎４４‐２１００
大和スポーツ公園・やまとの杜アリーナ・武田の郷錬成館 ☎４８‐２９２１
勤労青少年ホーム　 ☎３３‐６９５５

福
祉
大藤診療所　 ☎３３‐２６４９
障害者地域生活支援センター（福祉あんしん相談センター） ☎３２‐０２８５
老人福祉センター（塩寿荘）　 ☎３３‐９３７５
地域子育て支援施設 ☎４４‐１１１１
勝沼病院　 ☎４４‐１１６６
勝沼健康福祉センター　 ☎４４‐１３２９
大和福祉センター（田野の湯）　 ☎４８‐２７４７

観
光
・
温
泉
等

大菩薩の湯　 ☎３２‐４１２６
やまと天目山温泉　 ☎４８‐２０００
勝沼ぶどうの丘（天空の湯・レストラン・宿泊等） ☎４４‐２１１１
日川渓谷レジャーセンター　 ☎４８‐２４５５

道の駅「甲斐大和」　
軽食

☎４８‐２５７１売店
レストラン

甲州市環境センター　 ☎３２‐２１１１
施設名 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

12/21 ～ 1/15 まで

29日は午前 11時 30分まで

1/2,3 は午後 6時まで

3/31 まで冬期休業

29日は午前 11時まで

12/27 ～ 1/4 まで

1/2,3 は午後 5時まで
1/2,3 は午後 5時まで

年
末
年
始
の
窓
口
閉
庁
日
に
つ
い
て

●
甲
州
市
役
所
本
庁
舎　
　
　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
12
月
29
日
（
火
）
～
１
月
３
日
（
日
）

※
出
生
・
婚
姻
・
死
亡
等
の
戸
籍
の
届
出
は
、
年
末
年

始
の
閉
庁
日
で
も
日
直
（
市
役
所
本
庁
舎
の
み
）
が

受
け
付
け
ま
す
。

●
勝
沼
支
所　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
12
月
29
日
（
火
）
～
１
月
３
日
（
日
）

●
大
和
支
所　
　
　
　
　
　
　
☎
48
‐
２
１
１
１

　
12
月
29
日
（
火
）
～
１
月
３
日
（
日
）

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
各
種
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
停
止

い
た
し
ま
す
。
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コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
12
月
29
日
（
火
）
午
前
６
時
30
分
～

　
　
　
　
１
月
３
日
（
日
）
午
後
11
時
ま
で

（
12
月
28
日
（
月
）
午
後
11
時
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

ま
た
、
１
月
４
日
（
月
）
午
前
６
時
30
分
か
ら
利
用

可
能
と
な
り
ま
す
。）

年
末
年
始　
市
民
バ
ス
運
休
案
内

●
全
便
運
休

（
12
／
30
～
１
／
４
）

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス

（
12
／
31
～
１
／
３
）

①
甲
州
市
（
塩
山
・
勝
沼
・
大
和
）
縦
断
線

②
ぶ
ど
う
コ
ー
ス

③
ワ
イ
ン
コ
ー
ス

④
玉
宮
線

⑤
下
柚
木
線

（
12
／
31
～
１
／
４
）

①
塩
山
市
民
病
院
線

（
12
／
25
～
１
／
６
）

①
塩
山
高
校
線

●
一
部
運
行
（
12
／
31
～
１
／
３
）

①
大
菩
薩
峠
登
山
口
線

・
塩
山
駅
発

　
午
前
９
時
30
分
、
午
前
11
時
20
分
、

　
午
後
２
時
28
分

・
大
菩
薩
峠
登
山
口
発

　
午
前
10
時
00
分
、
午
前
11
時
57
分
、

　
午
後
３
時
00
分

②
二
本
木
経
由
大
菩
薩
の
湯
線

・
塩
山
駅
発　
　
　
午
後
１
時
00
分

・
大
菩
薩
の
湯
発　
午
後
１
時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当　
☎
32
‐
５
０
６
８

12 月 1月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

施設名 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
文
化
施
設
・
図
書
館

甲州市民文化会館　 ☎３２‐１４１１
勝沼市民会館・勝沼防災センター ☎４４‐１１１１
勝沼中央公民館 ☎４４‐２１００
大和ふるさと会館 ☎４８‐２９２１
塩山図書館　 ☎３２‐１５０５
甘草屋敷子ども図書館　 ☎３３‐５９２６
勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
大和図書館　 ☎４８‐２９２１
ぶどうの国文化館　 ☎４４‐３３１２
旧高野家住宅・甘草屋敷　 ☎３３‐５９１０
勝沼トンネルワインカーヴ　 ☎２０‐４６１０
大日影トンネル遊歩道 ―
旧田中銀行博物館　 ☎４４‐３７５５
宮光園　 ☎４４‐０４４４
釈迦堂遺跡博物館　 ☎４７‐３３３３

ス
ポ
ー
ツ

塩山体育館・塩山総合グラウンド・塩山ふれあい館 ☎３２‐１１１６
塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター　 ☎３２‐１５９６
勝沼中央公園グラウンド・勝沼体育館・勝沼勤労者体育館 ☎４４‐２１００
大和スポーツ公園・やまとの杜アリーナ・武田の郷錬成館 ☎４８‐２９２１
勤労青少年ホーム　 ☎３３‐６９５５

福
祉
大藤診療所　 ☎３３‐２６４９
障害者地域生活支援センター（福祉あんしん相談センター） ☎３２‐０２８５
老人福祉センター（塩寿荘）　 ☎３３‐９３７５
地域子育て支援施設 ☎４４‐１１１１
勝沼病院　 ☎４４‐１１６６
勝沼健康福祉センター　 ☎４４‐１３２９
大和福祉センター（田野の湯）　 ☎４８‐２７４７

観
光
・
温
泉
等

大菩薩の湯　 ☎３２‐４１２６
やまと天目山温泉　 ☎４８‐２０００
勝沼ぶどうの丘（天空の湯・レストラン・宿泊等） ☎４４‐２１１１
日川渓谷レジャーセンター　 ☎４８‐２４５５

道の駅「甲斐大和」　
軽食

☎４８‐２５７１売店
レストラン

甲州市環境センター　 ☎３２‐２１１１
施設名 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

12/21 ～ 1/15 まで

29日は午前 11時 30分まで

1/2,3 は午後 6時まで

3/31 まで冬期休業

29日は午前 11時まで

12/27 ～ 1/4 まで

1/2,3 は午後 5時まで
1/2,3 は午後 5時まで
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甲州市×東京都文京区
樋口一葉を縁に
発展的な相互協定を締結

　
明
治
時
代
の
小
説
家
、
樋
口
一
葉
が
縁
と

な
り
、
甲
州
市
と
東
京
都
文
京
区
は
10
月
28

日
、
相
互
協
力
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
旧
塩
山
市
時
代
に
締
結
し

た
地
域
文
化
振
興
に
関
す
る
協
定
を
発
展
し

た
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
産
業
分
野

で
も
交
流
を
大
幅
に
広
げ
、
災
害
時
の
相
互

支
援
な
ど
も
行
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
田
辺
市
長
は
調
印
後
、「
今
回
の
協
定
に
よ

り
、
文
京
区
と
発
展
的
な
親
睦
が
図
ら
れ
る
」

と
話
す
と
、成
澤
廣
修
区
長（
東
京
都
文
京
区
）

は
、「
新
た
な
市
民
交
流
や
観
光
、
災
害
時
の

協
力
な
ど
包
括
的
な
協
定
締
結
に
大
変
心
強

く
思
っ
て
い
る
」と
甲
州
市
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
葉
の
短
い
生
涯
の
う
ち
約
10
年
を
暮
ら

し
た
文
京
区
、
そ
し
て
両
親
の
故
郷
の
甲
州

市
と
し
て
結
ば
れ
た
縁
を
大
切
に
、
両
市
は
、

こ
れ
か
ら
も
相
互
の
協
力
に
よ
る
地
域
の
発

展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

甲州市と樋口一葉
樋口一葉の両親は、甲州市塩山中萩原
で生まれ、共に慈雲寺で学問を学びま
した。両親が上京してから一葉が生ま
れ、小説『ゆく雲』には、両親から聞
いたであろう故郷・甲州の情景が詩情
豊かに綴られています。また、ゆかり
の地である慈雲寺境内には記念の文学
碑があり、年間を通じて多くの観光客
が訪れています。

国登録有形文化財「旧伊勢
屋質店」( 東京都文京区 )
で調印式と記者発表が行わ
れました。

調印後、発展的なパー
トナーシップに向け
握手をする田辺市長
と成澤廣修区長（右）
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甲
州
市
と
山
梨
大
学
は
11
月
12
日
、
官
学

連
携
で
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
協
力
す
る
包
括
的

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
母
子
保
健
の
分
野
で
は
、
旧
塩
山

市
の
時
代
か
ら
28
年
に
わ
た
り
互
い
に
手
を

携
え
て
き
ま
し
た
。

　
協
定
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、

市
が
妊
婦
や
子
ど
も
の
健
康
診
断
や
生
活
習

慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
山
梨
大
学
は
課
題
を
分
析
し
、

こ
れ
を
も
と
に
、
市
の
実
態
に
合
っ
た
健
康

施
策
へ
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の

様
々
な
分
野
で
包
括
的
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
山
梨
大
学
の
島
田
眞
路
学
長
が
「
甲
州
市

の
ま
ち
づ
く
り
へ
全
力
で
支
援
し
た
い
」
と

挨
拶
す
る
と
、
田
辺
市
長
は
「
専
門
性
の
高

い
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
」
と
、
甲
州
市
の
地
域
振
興
と
発
展
へ
の

協
力
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

甲州プロジェクト
甲州市母子保健縦断調査
甲州市と山梨大学は、１９８７年から共
同で母子保健長期縦断調査（甲州プロジェ
クト）を実施しています。
このプロジェクトは、母子手帳交付時か
ら子どもの健康に関するアンケート調査
を行い、科学的根拠に基づいて効果的な
健康づくり施策を推進していくものです。
これまでの調査結果が、市はもとより全
国各地で評価を受けるなど甲州市の母子
保健に注目が集まっています。

甲州市×山梨大学
地域振興と発展へ
包括的連携の協定を締結

これまでの
取り組み

包
括
的
連
携
を
締
結
し
た
田
辺
市
長
と

島
田
眞
路
学
長
（
右
）

世界農業遺産へ
峡東３市と山梨県が推進協議会を設立
峡東地域の美しい農村景観を保全しようと、甲州市、
山梨市、笛吹市の３市と山梨県が世界農業遺産の認
定を目指し、１０月２７日に峡東地域世界農業遺産
推進協議会（会長：田辺市長）を設立しました。
協議会では、２年後の２０１７年度の世界農業遺産
認定を目指し、県内外へＰＲ活動など今年度の活動
方針を確認しました。 左から田辺　篤（甲州市長）、後藤　斉（山梨県知事）

　　　望月清賢（山梨市長）、倉嶋清次（笛吹市長）
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　夏は、暑さで自然に喉が渇きこまめに水分補給をしていたと思いますが、寒さも増してきた
この時期も、意識して水分補給をしていますか？
　
水分補給で体内の粘膜を潤して、風邪やインフルエンザを予防しましょう。
　今の季節、空気が乾燥してくると流行りだすのが風邪やインフルエンザです。
　感染予防の基本は「うがい・手洗い」ですが、水分補給も大事な感染予防対策です。空気が乾燥していると、
喉や鼻の粘膜も乾燥し、粘膜の表面にある“線毛”と呼ばれる毛が乾いてうまく動かず、ウィルスを咳や痰とし
て排出できなくなります。そのためウィルスが侵入しやすい環境になります。加湿器などで湿度を保つことも大
事ですが、それと同時に水分補給で体の内部から粘膜を潤してウィルスを寄せ付けないことが重要です。

脳卒中・心筋梗塞予防にも水分補給は大事です。
　冬場は脳卒中や心筋梗塞が増える傾向にあります。寒くなり血管が収縮し血圧が上がることも原因のひとつで
すが、冬は喉の渇きを自覚しにくくなるため水分摂取量が少なくなります。すると、血液がドロドロした状態に
なり血管が詰まりやすくなります。生活習慣病の治療中の方は、動脈硬化が進行しやすい状態にあるので特に意
識して水分を摂るようにしましょう。

水分補給は「常温の水」がお勧めです。
　夏冬にかかわらず常温の水やぬるま湯での水分補給がお勧めです。コーヒーやお茶などにはカフェインが含ま
れており、利尿作用を促します。摂りすぎると「かくれ脱水症」を引き起す危険がありますので注意しましょう。

風邪・インフルエンザ予防、脳卒中・心筋梗塞予防にも
冬こそ水分補給を心がけましょう

国保いきいきライフ通信

平成２８年９月の医療費
医療費全体	 ２億６，７５３万円	（前年同月比 △１，００６万円）
１人当たり医療費	 ２５，６９７円	（前月同月比 ＋７５円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆申し込み・お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１１５）

市制施行 10 周年記念事業
甲州市国保フォーラム
～タニタ社員食堂に学ぶヘルシーライフ～

　市では、国民健康保険事業の一環として、健康に
関する情報を提供し、健康づくりに役立てていただ
くことを目的に、国保フォーラムを開催します。
　生活習慣病などを予防し健康な生活を維持するた
めに、ご家庭で取り組めることのひとつが「食」へ
の配慮です。
　健康レシピで話題の「タニタ社員食堂」から食の
秘訣を学んで、ご自身やご家族の健康を見つめなお
してみませんか。
・期日 平成 28 年１月２３日（土）
・場所 甲州市民文化会館

第 1 部　タニタ食堂 調理実習
　　　　　午前１０時～　※場所：調理室（３階）
■定　員　３０名（甲州市国民健康保険被保険者）
■参加費　無料
■申込方法

1 月 5 日（火）午前 8 時３０分から電
話または国保年金課へ直接お申し込みく
ださい。

　　　　※定員になり次第、締め切ります。
第 2 部　タニタ社員食堂セミナー
　　　　　午後１時１５分～ 
　　　　※場所：大会議室（２階）
■定　員　１５０名
■参加費　無料
　　　　※第 2 部の事前お申し込みは不要です。
　　　　　どなたでもご参加いただけます。
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あかちゃんふれあい体験
～いのちの大切さについて～

　市では、父性・母性が育つ出発点である思
春期に、いのちの尊さを感じてもらうため、
思春期保健事業として各中学校からの依頼を
受けて「あかちゃんふれあい体験」を行なっ
ています。

　体験した中学生からは「自分が産まれてき
たのは奇跡だとわかった」「私も親からこんな

に大切にされていたんだと思いました」「この
体験を通して、家族・友だちとたくさんの人
ともっと大切に接していきたいと思いました」
などの感想が寄せられています。

　あかちゃんふれあい体験を通して、将来親
となるであろう世代にいのちを大切に思う気
持ちが広まることを願います。

◆お問い合わせ先
　 健康増進課　健康づくり担当
　 ☎３３ ‐ ７８１２

　地域包括支援センターでは、１０月より認知症の
ことで心配ごとや困りごとがある方々への専門的な
相談支援を行う支援チームができ、病院受診のこと、
毎日の生活での困りごと等に対しての相談をお受け
します。
　支援チームは、認知症専門医の助言を得ながら市
の保健師、社会福祉士等が訪問し約 6 ヶ月間集中的
に必要な支援を行います。
　「認知症かな。」と不安に思う時期に適切な支援を
受けることで、自分の望む生活を続けていくことが
できます。認知力が低下し始めていても、それ以外
の能力を低下させないよう注意することで、それま
での生活を維持できることもあります。
　また、ある程度認知症が進んでいる場合も、もの
とられ妄想などの症状で介護にお困りの方へ対応方
法や介護保険サービス、医療等への相談支援を行い
ます。
　ぜひ、認知症のことでお困りの方は、地域包括支
援センターまでご連絡ください。

高齢者の助っ人 ほほえみオレンジチーム（認知症初期集中
支援チーム）の支援がはじまりました！

地域包括支援センターです‼

　ほほえみオレンジチームが認知症になっても住み
慣れた地域で生活できるようご支援します。
◆お問い合わせ先
　甲州市地域包括支援センター（介護支援課）
　☎３２ ‐ ５６００
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まちのわだい

多 第１０回甲州市およっちょい祭り
彩な催しで大賑わい

１０月２５日、第１０回甲州市およっちょい祭りを
開催しました。市内の保育園児や中高生による楽器
演奏やおよっちょい上棟式が行われたほか、市商工
会などの出店した飲食ブースに、市内外から多くの
方が訪れ、大いに賑わいました。また、市制施行
１０周年を記念して、液晶テレビなどが当たる大抽
選会も行われ、子どもからお年寄りまで多くの皆さ
んが楽しみました。なお、開会式では、会場となっ
た甲州中央防災広場「塩むすび」のオープニングセ
レモニーが行われ、多数の公募から塩むすび名づけ
親となった杉山諒さんと中村幸子さんへ田辺市長か
ら表彰状を手渡しました。

２ 第１０回甲州こどもフェスタ
００組の親子が交流を深める

１１月６日、塩山ふれあい館で第１０回甲州こども
フェスタを開催しました。みんなで楽しめる親子遊
び、おもちゃ交換会、パトカーなどに触れるコーナー
などに市内外から約２００組の親子が参加し、交流
を深めていました。このフェスタは、地域子育て支
援センターを中心にボランティア団体が実行委員会
をつくり、企画・運営を行っており、まち全体で子
育てを応援しました。

雨 2015 健康ウオーク IN 甲州
上がりの甲州市をウオーキング

１１月１５日、2015 健康ウオーク IN 甲州を開催し
ました。国宝大善寺と大日影トンネルコース（８K）や、
恋人の聖地勝沼ぶどうの丘コース（６K）、花と寺町
コース（５. ２K）の３コースを約１，２００人が歩き
ました。開会式では、甲州市体育協会の発足１０周
年を記念して、スポーツ少年団や体協競技部の皆さ
んによるメッセージ付き風船を飛ばしました。また、
豚汁や甲州ぶどうの振る舞いや、筋力測定、軽スポー
ツの体験も行われました。
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in
fo
rm
a
tio
n

12
月
末
を
も
っ
て
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
用
の
電
子
証
明
書
の

交
付
は
終
了
し
ま
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
電
子
証
明
書
が
標
準
搭
載
さ
れ
た
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
12
月
22
日
午
後
５
時
を
も
っ

て
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
に
使
用
す

る
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
用
の
電
子
証

明
書
の
発
行
、
交
付
を
終
了
し
ま
す
。

　
12
月
23
日
以
降
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
に
格
納
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
の
更
新

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
１
月
以
降
に
電
子
証
明
書
を
発

行
す
る
た
め
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
へ
の

切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

　

制
度
上
、
即
日
交
付
が
で
き
な
い
の
で
、

確
定
申
告
の
時
期
に
有
効
期
間
の
満
了
日
を

迎
え
る
方
は
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
平
成
27
年
10
月

か
ら
通
知
カ
ー
ド
と
共
に
送
付
さ
れ
る
申
請

書
を
郵
送
す
る
と
、
平
成
28
年
１
月
以
降
、

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
書
に
記
入
す
る
際
、
電
子
証
明
書
の

発
行
を
希
望
し
な
い
場
合
、
チ
ェ
ッ
ク
を
入

れ
る
仕
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ロ
グ
イ
ン
や
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の

確
定
申
告
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
と
電
子

証
明
書
が
格
納
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
に
、
電
子
証
明
書
の

格
納
を
希
望
す
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
満
了

す
る
方
へ
は
、
事
前
に
更
新
の
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
発
行
時
に
お
渡
し
し
た
電
子

証
明
書
の
写
し
に
よ
り
、
有
効
期
限
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

は
有
効
期
限
の
３
ヶ
月
前
か
ら
申
請
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
確
定
申
告
書
作
成
会
場
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
・

個
人
消
費
税
の
作
成
会
場
を
、
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

■
場　
所

　
夢
わ
ー
く
山
梨
（
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
山
梨
市
上
神
内
川
１
３
４
８
（
旧
山
梨
市

　
役
所
跡
地
西
側
）

■
期　
間

　
平
成
28
年
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15

　
日
（
火
）
ま
で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
時　
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
（
受
付
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
相
談
）

※
山
梨
税
務
署
に
は
、
確
定
申
告
書
作
成
・

相
談
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◎
申
告
と
納
税
は
正
し
く
期
間
内
に

　
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書
の
提
出
及
び

納
付
は
次
の
期
間
と
な
り
ま
す
。

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
平
成
28
年
２
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
３
月
15
日
（
火
）

・
贈
与
税

　
平
成
28
年
２
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
３
月
15
日
（
火
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
平
成
28
年
１
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
３
月
31
日
（
木
）

◎
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
『
簡
単
・
安
心
・
便
利
』

に
申
告
書
を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

～
所
得
税
（
復
興
特
別
所
得
税
）、
消
費
税
、

贈
与
税
の
確
定
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書

な
ど
～

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
税
額
な
ど
が
自
動

計
算
さ
れ
る
た
め
、
計
算
誤
り
を
防
止
で
き
、

作
成
し
た
申
告
書
等
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

て
税
務
署
に
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
電
子
証
明
書
付
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書
を
読
み
取
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
ご
用
意
い
た
だ
き

ま
す
と
、
そ
の
ま
ま
確
定
申
告
書
を
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
で
送
信
で
き
ま
す
。

★
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

　

https://w
w

w
.keisan.nta.go.jp/

★
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.e

‐tax.nta.go.jp/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
税
務
署　
個
人
課
税
第
１
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
３
１
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

■
都
市
計
画
税
の
課
税
の
停
止
の
お
知
ら
せ

　
都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
等
の
見
直
し
に

伴
う
課
税
停
止
が
平
成
27
年
９
月
議
会
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年

度
分
及
び
平
成
29
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
資

産
税
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
は
お
早
め
に

　
土
地
・
家
屋
等
、
固
定
資
産
の
所
有
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
早
め
の
相
続
登
記
を

お
す
す
め
し
ま
す
が
、
も
し
、
手
続
き
が
遅

れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
続
人
の
中
か
ら

代
表
者
を
選
定
し
て
、
届
出
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
後
に
代
表
者
を
変
更
す
る
場

合
に
は
新
た
に
代
表
者
と
な
ら
れ
る
方
の
変

更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
新
旧
代
表
者

の
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
）。

■
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
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亡
く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
方
が
口
座

振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
口
座

振
替
の
手
続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

新
た
な
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

■
共
有
名
義
の
代
表
者
の
変
更
は
・
・
・

　
土
地
・
家
屋
等
を
複
数
の
方
で
共
有
し
て

い
る
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
が
納
税
義
務

者
に
な
り
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
は
共
有
者
の
中
か
ら
代
表
者

１
人
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
代

表
者
の
変
更
を
す
る
場
合
に
は
『
共
有
代
表

者
変
更
届
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
新
旧

代
表
者
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

■
家
屋
取
り
壊
し
届
（
家
屋
現
況
申
告
書
）

の
提
出
に
つ
い
て

　
今
ま
で
建
っ
て
い
た
家
屋
の
全
部
、
ま
た

は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
そ
の
年
内

中
に
税
務
課
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
出
の
あ
っ
た
家
屋
は
、
現
地
調
査
・
確

認
の
う
え
、
翌
年
か
ら
そ
の
取
り
壊
し
部
分

が
課
税
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
家
屋
調
査
へ
の
ご
協
力
を
・
・
・

　
家
屋
を
新
増
築
さ
れ
た
場
合
は
、
家
屋
資

産
評
価
の
た
め
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。

　
調
査
の
日
程
は
事
前
に
確
認
し
て
か
ら
お

伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
未
評
価
家
屋
に
つ
い
て
も
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
宅
用
地
の
変
更
は
届
け
出
を
・
・
・

　
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
税
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
次
に
該
当
す
る
土
地
を
所
有
す
る
方
は
住

宅
用
地
の
特
例
措
置
に
関
連
し
、
１
月
１
日

現
在
の
土
地
の
利
用
状
況
等
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
住
宅
用
地
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
】

①
住
宅
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
共
同
住

宅
等
）
を
新
築
・
増
築
し
、
そ
の
敷
地
が

新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
（
家
屋

評
価
に
伺
っ
た
と
き
に
申
告
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
）

②
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
、

そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
な
く
な
っ
た
場

合
③
事
務
所
・
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築
ま
た

は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
新
た
に
住

宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

④
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
な
ど
に
改
築
ま
た

は
用
途
変
更
し
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で

な
く
な
っ
た
と
き

■
住
宅
建
て
替
え
中
の
土
地
は
・
・
・

　
旧
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
翌
年
の
１
月

１
日
現
在
、
旧
住
宅
に
代
わ
る
新
住
宅
を
立

て
替
え
中
で
一
定
要
件
に
該
当
す
る
土
地
は
、

そ
の
ま
ま
住
宅
用
地
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

■
申
告
期
限
は
12
月
28
日
ま
で

　
住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
は
税
務
課
資
産

税
担
当
へ
12
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

■
農
地
転
用
許
可
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
固
定
資
産
税
の
課
税
地
目
は
、
１
月
１
日

現
在
の
現
況
に
よ
り
認
定
し
課
税
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。（
現
況
主
義
）

　
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
ら
れ
た
農
地
は

農
地
法
の
制
約
を
受
け
な
い
農
地
と
な
り
、

現
況
が
田
、
畑
で
あ
っ
て
も
地
方
税
法
に
基

づ
く
国
の
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
り
、
課

税
地
目
は
宅
地
並
み
課
税
地
（
宅
地
介
在
畑
）

と
し
て
評
価
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
後
転
用
許
可
目
的
に
従
っ
た

事
業
を
行
い
、
そ
れ
が
建
物
の
建
築
で
あ
れ

ば
宅
地
と
し
て
、
資
材
置
場
・
駐
車
場
で
あ

れ
ば
雑
種
地
等
と
し
て
認
定
し
課
税
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
実

施
を
お
願
い
し
ま
す

　
県
及
び
市
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
特
別
徴

収
の
完
全
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）

が
、
納
税
義
務
者
（
従
業
員
）
に
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
翌

月
の
10
日
ま
で
に
従
業
員
の
住
所
地
市
町
村

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
の
規
定
に
よ

り
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る

事
業
主
は
個
人
住
民
税
も
特
別
徴
収
し
て
い

た
だ
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

  

特
別
徴
収
は
年
12
回
納
付
と
な
り
ま
す
の

で
、
年
４
回
納
付
の
普
通
徴
収
に
比
べ
、
従

業
員
の
方
の
１
回
あ
た
り
の
税
負
担
が
少
な

く
な
り
、
納
付
す
る
手
間
が
省
け
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

マイナンバー
総合フリーダイヤルを開設
１１月２日（月）からマイナンバー制度のお問い
合わせ等に対応したフリーダイヤル（内閣府設置）
が開設されましたのでお知らせします。

「通知カード」、「個人番号カード」に関することや、
その他マイナンバー制度に関するお問い合わせに
お応えしておりますので、質問など確認すること
がございましたらお気軽にご利用ください。

マイナンバー総合フリーダイヤル
※内閣府設置

☎０１２０‐９５‐０１７８（無料）
　
　平　日
　午前９時３０分～午後１０時
　土日祝
　午前９時３０分～午後５時３０分
※年末年始１２月２９日～１月３日を除く。
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証
明
書
自
動
交
付
機
の
廃
止
と
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
設
置
に
つ
い
て

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
12
月
末
を
も
っ
て
、
市
役
所
本

庁
に
設
置
さ
れ
て
い
る
証
明
書
自
動
交
付
機

は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
新
た
に
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機

能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
を
設
置
し

ま
す
。

　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
設
置
に
よ
り
、
住
民

票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
手
数
料
が
、

一
通
１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
ま
た
コ
ピ
ー
機
能
も
利
用
可
能
に

な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
利
用
で
き

ま
す
。

　
ご
利
用
時
間
は
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

証
明
書
自
動
交
付
機
と
同
様
、
年
末
年
始
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
き
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

※
勝
沼
支
所
、大
和
支
所
に
は
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
。
お
近
く
の
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
通
知
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
10
月
よ
り
、
住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の

方
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
を
、
住
民
票
の
住
所
地
に
順
次
送
付

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、世
帯
毎
に
簡
易
書
留
、

転
送
不
要
の
郵
便
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内

容
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
従
前
の
住
所
、
氏
名
（
10
月
５
日
時
点
の

情
報
が
記
載
さ
れ
ま
す
。）
が
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
や
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
な
ど
の
記
載
に
誤
り
が
あ
る
場
合
に
は
、

市
民
課
に
て
修
正
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。　

　
ご
本
人
様
、
同
一
世
帯
員
以
外
の
代
理
人

が
、
記
載
内
容
修
正
の
お
手
続
き
を
行
う
際

は
、
委
任
状
（
委
任
内
容
が
不
明
瞭
な
場
合
、

請
求
者
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
内
容
に
不
備
が
な
い
よ
う

ご
記
入
く
だ
さ
い
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、お
手
続
き
に
は
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
、健
康
保
険
証
等
）、印
鑑
、通
知
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
い
よ
う
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
10
月
５
日
以
降
に
住
所
の
異
動
を
行
っ
た

方
は
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
が
通
常
よ
り
も

遅
く
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で

の
証
明
書
自
動
交
付
の
停
止
に

つ
い
て

　
12
月
21
日
（
月
）
午
前
６
時
30
分
か
ら
12

月
22
日（
火
）午
後
11
時
の
時
間
帯
に
お
い
て
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
及
び
自
動
交
付
機
で
の
証
明
書
自
動

交
付
が
停
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
、
本
庁
舎
の
窓
口
で
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
及
び
暗
証
番

号
の
設
定
お
よ
び
変
更
等
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

　

甲
州
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、

欠
員
と
な
っ
て
い
た
地
区
で
次
の
方
が
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
11
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。（　
）
内
は
担
当
地
区

○
平
山
紀
夫
さ
ん
（
塩
山
上
井
尻
区
）

※
任
期
： 

11
月
１
日
～
平
成
28
年
11
月
30
日

◆
お
問
い
合
せ
先

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

山梨ヌーボ解禁！
かつぬま新酒ワインまつり
１１月３日、勝沼ぶどうの丘で「かつぬま新酒ワイ
ンまつり」が開催されました。秋晴れの中、県内外
から多くの人たちが訪れ、市内ワイナリーの新酒ワ
インを堪能しました。会場では、甲州ワインで乾杯
する姿も見られ、新酒の解禁を大いに祝いました。
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山
梨
県 

産
後
ケ
ア
事
業

　
県
と
県
内
全
市
町
村
が
連
携
し
た
「
宿
泊

型
産
後
ケ
ア
事
業
」が
新
た
に
始
ま
り
ま
す
！

■
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
と
は
？

　

 

母
と
子
が
宿
泊
し
な
が
ら
、
助
産
師
等
に

よ
る
母
体
ケ
ア
や
育
児
に
関
す
る
相
談
、　

沐
浴
・
授
乳
等
の
指
導
、
支
援
を
提
供
す

る
事
業
で
す
。
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
お

母
さ
ん
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
自
宅
で
の
育
児
に
向
か
え
る
よ
う
な
場

と
な
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
ま

す
。

■
事
業
開
始
日　
平
成
28
年
２
月
15
日
（
月
）

■
利
用
対
象
者　
　

・
県
内
在
住
で
、
原
則　
産
後
４
ヶ
月
ま
で

　
の
母
と
子

・
不
安
や
負
担
感
が
あ
り
、
家
族
等
周
囲
の

　
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方

■
事
業
内
容　

　
概
ね
、
４
日
間
程
度
の
滞
在
中
に
次
の
支

　
援
を
行
い
ま
す
。

母
体
の
ケ
ア
／
沐
浴
、
授
乳
や
抱
き
方
な

ど
の
育
児
指
導
／
母
親
同
士
の
交
流
機
会

の
提
供
／
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供

■
実
施
施
設

　
【
山
梨
県
産
後
ケ
ア
事
業
運
営
事
業
者
】

　
健
康
科
学
大
学
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
笛
吹
市
石
和
町
）

■
利
用
料
金
／
利
用
者
負
担

　
１
泊
（
２
食
）
に
つ
き
６
，
１
０
０
円

※
定
額
は
、
３
３
，
９
０
０
円
で
す
が
、
差

　
額
は
県
と
市
が
助
成
し
ま
す
。

※ 

利
用
者
負
担
金
に
つ
い
て
、
甲
州
市
は
独

自
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護

受
給
世
帯
は
無
料
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
は
１
／
２
で
利
用
で
き
ま
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
利
用
方
法

　
事
前
に
市
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
甲
州
市
役
所　
健
康
増
進
課

　
健
康
づ
く
り
担
当　
☎
33
‐
７
８
１
２

・
山
梨
県　
健
康
増
進
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
９
６

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り

ま
す

　

平
成
27
年
度
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税

の
税
率
が
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

○
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

(

農
耕
用
の
も
の)

、
二
輪
の
小
型
自
動
車

(

２
５
０
Ｃ
Ｃ
超)

及
び
、軽
二
輪(
１
２
５

Ｃ
Ｃ
超
２
５
０
Ｃ
Ｃ
以
下)
は
、
以
下
の

と
お
り
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

○三輪以上の軽自動車については、平成 27 年 4 月 1 日以降の登録車両に対し、新税率が適用されます。

種　別
年　税　額（円）

平成 27 年度まで 平成 28 年度以降

原動機付自転車

～ 50cc 1,000 円 2,000 円
50cc ～ 90cc 1,200 円 2,000 円
90cc ～ 125cc 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊自動車

農耕用のもの 1,600 円 2,400 円
農耕トラクタ及び
農業用薬剤散布車（SS） 3,100 円 3,900 円

その他 4,700 円 5,900 円
二輪の小型自動車（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

軽二輪（側車付を含む）125cc ～ 250cc 2,400 円 3,600 円

種　別
年　税　額（円）

平成 27 年 3 月 31 日
までの登録車両

平成 27 年 4 月 1 日
以降の登録車両

最初の新規検査から
13 年超（重課）

軽自動車

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

四輪乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
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お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
健

康
保
険
・
年
金
の
手
続
き
は
お

済
で
す
か
？

　

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
健
康
保
険
・

年
金
に
は
、
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
葬
祭
費

や
未
支
給
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
の
ご
遺
族
の
方
は
、
ご

認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
甲
州
市
の
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加

入
者
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
方
の
加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
、

ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
国
民
健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方

　
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合

○
被
保
険
者
証
等
の
返
却

■
返
却
物

①
被
保
険
者
証

②
交
付
さ
れ
て
い
る
方
の
み

　

 

高
齢
受
給
者
証
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
、
特
定
疾
病
認
定
証

※
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
が
世
帯
主
の
場

　

 

合
は
、
世
帯
主
を
変
更
し
た
世
帯
全
員
の

保
険
証
を
新
に
発
行
い
た
し
ま
す
。
お
手

持
ち
の
世
帯
全
員
の
被
保
険
者
証
と
交
換

い
た
し
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
葬
祭
費
の
申
請

　

 

葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
に
葬
祭
費
と
し
て

５
万
円
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
の
と
き
に
必
要
な
も
の

①
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
の
印
鑑
（
認
印
可
）

②
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
の
金
融
機
関
振
込

　
先
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

※
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
以
外
の
口
座
に
振

　
込
を
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

③
葬
祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
会

　
葬
礼
状
、
葬
儀
の
領
収
書
）

■
手
続
き
期
限

　
葬
祭
を
行
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年

※
保
険
料
の
変
更
や
高
額
療
養
費
の
支
給
が

　
発
生
し
た
場
合
に
は
、
後
日
通
知
を
お
送

　
り
し
ま
す
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
た

　
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合

○
被
保
険
者
証
等
の
返
却

■
返
却
物

①
被
保
険
者
証 

②
交
付
さ
れ
て
い
る
方
の
み

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
、

　
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

○
葬
祭
費
の
申
請

　
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
に
葬
祭
費
と
し
て

　
５
万
円
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
の
と
き
に
必
要
な
も
の

①
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
の
印
鑑
（
認
印
可
）

②
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
の
金
融
機
関
振
込

　
先
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

※
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
以
外
の
口
座
に
振

　
込
を
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

③
葬
祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
会

　
葬
礼
状
、
葬
儀
の
領
収
書
）　　
　

■
手
続
き
期
限

　
葬
祭
を
行
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年

○
高
額
療
養
費
の
申
請

　

高
額
療
養
費
の
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

高
額
療
養
費
分
を
相
続
人
に
受
け
取
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
事
前
手
続
き
で
す
。

■
申
請
の
と
き
に
必
要
な
も
の

①
相
続
人
の
印
鑑
（
認
印
可
）

②
相
続
人
の
金
融
機
関
振
込
先
口
座
の
わ
か

　
る
も
の
（
通
帳
等
）

③
窓
口
に
来
庁
さ
れ
た
方
の
身
分
証
明
書

④
亡
く
な
っ
た
方
と
相
続
人
の
続
き
柄
が
わ

　
か
る
書
類
（
戸
籍
の
写
し
等
）

※
双
方
と
も
甲
州
市
に
本
籍
が
あ
る
場
合
不

　
要
で
す
。

○
送
付
先
の
変
更
手
続
き

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
書
類
の
送
付

　
先
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
の
変
更
が
発
生
し
た
場
合
に
は
後

　
日
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

★
国
民
年
金
の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方
が

　
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

○
未
支
給
年
金
請
求
・
死
亡
届

○
年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
受
け
取
れ

　
ま
す
。
年
金
の
支
払
い
は
偶
数
月
の
15
日

　
に
そ
の
前
の
２
ヶ
月
分
を
支
給
す
る
た
め
、

　
死
亡
し
た
受
給
権
者
本
人
は
そ
の
支
払
い

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
未
払
い
金
は
、
生
計
が
同
一
で
あ
っ
た
遺

　
族
が
『
未
支
給
請
求
』
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
代
わ
り
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

　
で
す
。

○ 
ま
た
、
未
支
給
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
が
い
な
い
場
合
で
も
、
年
金
の
過
払

い
を
防
ぐ
た
め
に
死
亡
届
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

■
申
請
の
と
き
に
必
要
な
も
の

〔
未
支
給
年
金
請
求
〕

①
年
金
証
書

②
住
民
票
（
死
亡
者
・
請
求
者
）

※
請
求
者
に
は
、
順
位
が
あ
り
必
ず
し
も
相

　
続
人
や
喪
主
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

③
戸
籍
謄
本
（
死
亡
者
）

　

 

た
だ
し
、
死
亡
者
の
戸
籍
謄
本
で
請
求
者

と
の
身
分
関
係
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
は
、
請
求
者
の
戸
籍
謄
本
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

④
生
計
同
一
証
明
（
自
治
会
長
、
民
生
委
員
、

　

 

施
設
長
、
家
主
、
な
ど
の
第
３
者
の
証
明
）

こ
の
証
明
は
住
民
票
上
、
死
亡
者
と
請
求

者
の
住
所
が
異
な
る
場
合
の
み
必
要
に
な

り
ま
す
。

⑤
請
求
者
の
金
融
機
関
振
込
先
口
座
の
わ
か

　
る
も
の
（
通
帳
等
）

〔
死
亡
届
〕

①
年
金
証
書　
②
住
民
票
（
死
亡
者
）
な
ど

■
手
続
き
期
限

　
最
後
の
年
金
の
支
払
月
か
ら
５
年

○
何
の
年
金
も
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き

　
（
死
亡
一
時
金
）

  　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

　
料
を
３
年
以
上
納
め
た
方
が
、
何
の
年
金

　
も
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の

　
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
が
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
死
亡
一
時
金
と
寡
婦
年
金
と
が
競
合
す
る

　
場
合
に
は
、
選
択
に
よ
り
そ
の
1
つ
が
支

　
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
の
と
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
（
無
い
場
合
は
「
理
由
書
」）

②
住
民
票
（
死
亡
者
・
請
求
者
）

③
戸
籍
謄
本
（
死
亡
者
）

　

 

た
だ
し
、
死
亡
者
の
戸
籍
謄
本
で
請
求
者

と
の
身
分
関
係
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
は
、
請
求
者
の
戸
籍
謄
本
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
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④
生
計
同
一
証
明
（
自
治
会
長
、
民
生
委
員
、

　
施
設
長
、
家
主
、
な
ど
の
第
３
者
の
証
明
）

　
こ
の
証
明
は
住
民
票
上
、
死
亡
者
と
請
求

　
者
の
住
所
が
異
な
る
場
合
の
み
必
要
に
な

　
り
ま
す
。

⑤
請
求
者
の
金
融
機
関
振
込
先
口
座
の
わ
か

　
る
も
の
（
通
帳
等
）

■
手
続
き
期
限

　
死
亡
日
の
翌
日
か
ら
２
年

★
そ
の
他
の
国
民
年
金
手
続
き
に
つ
い
て

　

 

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
居
る
場
合
は
遺
族

基
礎
年
金
が
、
第
1
号
被
保
険
者
の
夫
を

亡
く
し
た
妻
の
方
へ
は
寡
婦
年
金
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

国
保
年
金
課
国
保
・
年
金
担
当
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
受
給
権
者
の

　
持
っ
て
い
た
証
書
の
種
類
に
よ
っ
て
手
続

　
き
先
が
変
わ
り
ま
す
。

〔
手
続
き
先
〕

・
加
入
さ
れ
た
年
金
が
国
民
年
金
の
み
の
場

　
合
は
、
国
保
年
金
課
へ
。

・
厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

　
は
ま
た
は
厚
生
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
た

　
方
は
、
年
金
事
務
所
へ
。

・
共
済
年
金
は
、
ご
加
入
の
共
済
組
合
へ

※
そ
の
他
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
健
康

　

	

保
険・年
金
の
手
続
き
以
外
に
、介
護
保
険・

障
害
者
・
水
道
・
税
金
な
ど
に
手
続
き
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

場
合
に
は
各
担
当
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

献
血
に
ご
協
力
を

　
血
液
は
、
ま
だ
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
、
長
い
期
間
に
渡
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
輸
血
に
必
要

な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確
保
し
て
置
く
た

め
に
は
、
絶
え
ず
誰
か
の
血
液
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　
時　
12
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
午
後
12
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎
東
側
駐
車
場

■
主　
催　
甲
州
市

　
　
　
　
　
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
協　
力　
甲
州
市
赤
十
字
奉
仕
団

●
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て
の
お
願
い

○
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て
、
本
人

確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
よ
る
情
報
確
認
を
し
ま

す
。
従
来
よ
り
も
所
要
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

脳
の
健
康
度
の
検
査
に
つ
い
て

　
い
つ
ま
で
も
、
健
康
で
自
分
ら
し
く
生
き

生
き
と
し
て
い
た
い
方
に
お
す
す
め
の
検
査

で
す
。
こ
の
検
査
は
、
手
先
の
運
動
機
能
や

記
憶
・
言
語
・
思
考
な
ど
の
は
た
ら
き
か
ら

認
知
機
能
を
み
る
、
45
分
間
の
テ
ス
ト
で
す
。

※
認
知
症
を
発
見
す
る
た
め
の
検
査
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

■
日
時
・
内
容

　
12
月
10
日
（
木
）

　
認
知
症
予
防
の
講
演
及
び
検
査

　
12
月
17
日
（
木
）

　
検
査
結
果
の
説
明

※
受
付　
午
後
１
時
15
分
～

　
講
演　
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

第
3
会
議
室

■
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
方
で
、
前
記
日
程
の
2
日
間

と
も
参
加
で
き
る
方

■
持
ち
物

　
筆
記
用
具
（
鉛
筆
）、
眼
鏡
（
必
要
な
方
）

■
定　
員　
50
名
（
先
着
順
・
予
約
制
）

■
申
込
方
法

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
次
回
は
３
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

女たちの夢



暮
ら
し
の
情
報

平成 27 年 12 月
22

山
梨
県
心
身
障
害
者

自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

　
県
で
は
、
心
身
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
使

用
す
る
自
動
車
の
燃
料
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　
平
成
27
年
度
分
の
自
動
車
税
も
し
く
は
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は

平
成
28
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
で
、
障
害
の
程
度
が
次
に
該
当
す
る

方①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
１
級
ま

た
は
２
級
で
あ
る
こ
と

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
で
あ
る
こ

と
③
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
特

別
項
症
、
第
１
項
症
ま
た
は
第
２
項
症
で

あ
る
こ
と

（
①
～
③
に
該
当
す
る
方
と
生
計
を
同
じ
に

す
る
方
も
含
む
）

■
助
成
対
象
と
な
る
期
間
・
燃
料

　
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12
月

31
日
ま
で
に
、
税
の
減
免
を
受
け
た
自
動
車

ま
た
は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る
た
め
購
入
し

た
燃
料
。

　
た
だ
し
、
期
間
の
途
中
で
新
た
に
減
免
の

手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
手
続
き
を
し
た
日

の
翌
月
分
か
ら
が
対
象
期
間
で
す
。

■
請
求
書
受
付
期
間
及
び
方
法

①
会
場
で
の
受
付

☆
平
成
28
年
１
月
13
日
（
水
）・
18
日
（
月
）

　
26
日
（
火
）

　
東
山
梨
合
同
庁
舎　
１
０
１
会
議
室

☆
平
成
28
年
１
月
15
日
（
金
）

　
笛
吹
市
・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー　
会
議
室
・

　
研
修
室

☆
平
成
28
年
１
月
21
日
（
木
）

　
笛
吹
市
・
学
び
の
杜
み
さ
か　
講
座
教
室

※
受
付
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

及
び
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

②
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
で
の
受
付

受
付
会
場
に
行
け
な
い
方
は
、
平
成
28
年

１
月
６
日
（
水
）
か
ら
平
成
28
年
２
月
５

日
（
金
）
ま
で
随
時
峡
東
保
健
福
祉
事
務

所
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

③
郵
送
に
よ
る
受
付

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
宛
の
も
の
で
、
平

成
28
年
１
月
６
日
（
水
）
か
ら
平
成
28
年

２
月
５
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
ま
す
。

（
郵
送
時
は
、
手
帳
・
車
検
証
・
預
金
通
帳

の
コ
ピ
ー
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
料
金
が
不
足
し
て
い
る
場
合

は
受
領
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
郵
便
局

の
窓
口
を
通
し
て
郵
送
願
い
ま
す
。）

■
申
請
書
類
の
配
布
等

　
請
求
書
及
び
添
付
書
類
等
は
、
12
月
１
日

（
火
）
よ
り
甲
州
市
役
所
福
祉
課
窓
口
ま
た
は

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
・
福
祉
課
窓
口
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

※
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
請
求
書
等
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

①
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、

助
成
金
の
支
払
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
持
ち
物
、
添
付
書
類
な
ど
、
不
明
な
点
が

あ
る
と
き
は
、
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
の

福
祉
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所　
福
祉
課

　
（
山
梨
市
下
井
尻
）
※
東
山
梨
合
同
庁
舎

　
☎
20
‐
２
７
５
０　
ＦＡＸ
20
‐
２
７
５
４

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
特
別
弔
慰
金
（
第
10
回
）
の
請
求
は
お
済

み
で
す
か
？
～

　
戦
後
70
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者
な
ど
の
遺

族
の
皆
様
に
対
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
に
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
ひ
と
り
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
・
・

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内
の

親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月

２
日
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

　
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
請
求
窓
口

　
甲
州
市
役
所 

福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当 

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
山
梨
県 

国
保
援
護
課 

援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看
護
師
さ
ん
を
募
集

　

甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

在
宅
で
看
護
が
必
要
な
ご
家
庭
に
訪
問
し
、

看
護
や
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ

く
訪
問
（
正
）
看
護
師
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
働
く
時
間
は
ご
本
人
の
都
合
で
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
も
短
時
間
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
募
集
数　
１
名

■
時
間
給

　
時
給
１
５
０
０
円
以
上

■
必
要
書
類

 　
履
歴
書
（
看
護
師
免
許
写
添
付
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

 　
甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
20
‐
６
０
１
１
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学
校
給
食
調
理
員
（
臨
時
職
員
）

募
集

　
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
塩
山

地
区
11
校
の
学
校
給
食
を
調
理
す
る
た
め
の

調
理
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
数　
２
名

■
勤
務
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
）

■
内　
容

　
学
校
給
食(

約
２
千
食)

の
調
理
全
般

■
時　
間

○
通
常　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
45
分

○
早
番　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

■
休　
日

　
毎
週　
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
、

※
そ
の
ほ
か
年
末
年
始
休
業
日

■
賃　
金

　
日
額　

  

６
，
２
０
０
円

　
賞
与　
年
２
回　
※
通
勤
手
当
あ
り

■
そ
の
他

　

  

有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す
る
と
、
そ
の

後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、
公
災
、
健
康
、

厚
生
年
金
の
保
険
等
に
加
入
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

甲
州
市
子
ど
も
支
援
ス
タ
ッ
フ

の
募
集

　
市
で
は
、
教
職
員
と
連
携
し
個
々
に
応
じ

た
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に

確
か
な
学
力
の
定
着
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
子
ど
も
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
学
習
支
援
講
師
を
募
集
し
ま

す
。

■
採
用
予
定
人
員

　
学
習
支
援
講
師　
若
干
名

■
採
用
期
間

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
３
ヶ
月
間

■
採
用
要
件

　

教
員
免
許
取
得
者
（
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
教
員
免
許
の
い
ず
れ
か
を
取
得
し

て
い
る
方
）

※
面
接
を
行
い
ま
す
が
、
詳
細
は
後
日
応
募

　
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

■
職
務
内
容

　
学
習
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

※
１
週
間
の
勤
務
時
間
20
時
間
（
配
属
先
の

　

学
校
の
授
業
編
成
に
よ
り
、
勤
務
時
間
・

　
教
科
等
異
な
り
ま
す
。）

■
賃　
金

　
時
給
１
，
２
０
０
円

■
受
付
期
間

　
12
月
７
日
（
月
）
～
12
月
11
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
受
付
場
所

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
教
育
総
務
課

　
（
甲
州
市
役
所
２
階
）

■
応
募
方
法

　
履
歴
書
１
通
（
証
明
写
真
を
貼
付
）
及
び

教
員
免
許
の
写
し
を
教
育
総
務
課
窓
口
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
教
育
総
務
課　

　
☎
32
‐
１
４
１
２



暮
ら
し
の
情
報

平成 27 年 12 月
24

結婚相談所主催イベント
「出会い Dinner 会」第５弾 !!

寒い冬に心温まる出会いを
見つけませんか。

■日　時　平成２８年 1 月 16 日（土）午後６時～

■場　所　まち案内＆カフェ つぐら舎
　　　　　甲州市勝沼町勝沼２９９７

■対　象　男女各５名（最小開催人数各２名）
　　　　　男性：甲州市在住の３０～４９歳の独身者
　　　　　女性：独身者
　　　　　※男性・女性ともに応募者多数の場合は抽　　
　　　　　　選となります。

■参加費　２，５００円（当日徴収）

■申込み　１２月１８日（金）までに電話でお申し込み
　　　　　ください。

◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市結婚相談所　事務局
　市民課 人口対策室　☎３２ ‐ ５０３７

近
代
産
業
遺
産｢

宮
光
園｣

第
10
回
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
曲
賞
受
賞
の
経
歴

を
持
つ
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
松
本

良
喜
さ
ん
の
伸
び
や
か
で
ソ
ウ
ル
フ
ル
な
歌

声
に
魅
了
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　
時　
平
成
28
年
１
月
16
日(

土)

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時

■
場　
所　
宮
光
園　
白
蔵

■
出
演
者　
松
本　
良
喜

　
　
　
　
　
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

　
　
　
　
　
古
谷　
淳
（
ピ
ア
ノ
）

　
　
　
　
　
伊
原anikki 

広
志(

ギ
タ
ー)

■
定　
員　
70
名(

電
話
予
約
制)

■
申
込
み

　
12
月
７
日（
月
）～
平
成
28
年
１
月
８
日（
金)

■
駐
車
場　

　
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
駐
車
場

■
入
場
料

　
コ
ン
サ
ー
ト
無
料
（
た
だ
し
主
屋
見
学
の

場
合
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課

　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
５
０
０
０

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

【
特
別
展
】

☆
縄
文
人
と
動
物
た
ち

　
縄
文
人
に
と
っ
て
動
物
た
ち
は
食
料
で
も

あ
り
信
仰
の
対
象
で
も
あ
り
、
大
切
な
存
在

で
し
た
。

　
釈
迦
堂
遺
跡
か
ら
も
様
々
な
動
物
に
関
わ

る
土
器
等
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今

回
の
展
示
で
は
北
海
道
や
東
北
で
出
土
し
た

全
国
的
に
も
著
名
な
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

所
蔵
資
料
（
複
製
）
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
期　
間　
開
催
中
～
12
月
14
日
（
月
）

■
会　
場　
企
画
展
示
室

☆
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
展

　
地
元
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
描
い
た
作

品
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　
12
月
14
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
特
別
展
開
催
期
間
中
）

【
年
末
年
始
休
館
日
に
つ
い
て
】

　
12
月
28
日
（
月
）
～
平
成
28
年
１
月
５
日

（
火
）
は
休
館
と
な
り
ま
す
。
新
年
は
１
月
６

日
（
水
）
か
ら
開
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

　
○
休
館
日　
火
曜
日

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　
　
　
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館 
☎
47
‐
３
３
３
３

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

※
参
加
無
料

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン

　
ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ

　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

■
日　
時　
12
月
3
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
未
満
の
子
と
親

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー 

☎
32
‐
７
８
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

■
内　
容　
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン

　
ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ

　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

■
日　
時　
12
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
１
歳
～
２
歳
の
子
と
親

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館 

☎
44
‐
３
７
２
３

塩山駅南口市民ギャラリー
塩山地域の小・中学生による文
化祭の入賞作品を展示します。

１２月１４日 (月 ) まで
小・中学生絵画 , 書道
〈教育長賞〉

１２月１５日(火)～１月３日(日)
小・中学生絵画 , 書道
〈文化協会長賞〉

※展示内容・期間につきまして
　は変更になる場合もあります。
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参
加
チ
ー
ム
募
集

第
10
回
甲
州
市　
親
睦
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
年
代
別
（
40
歳
以
上
）
の
大
会
で
す

■
日　
時　
平
成
28
年
１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
体
育
館

■
内　
容　
午
前
に
予
選
リ
ー
グ
、
午
後
に

　
　
　
　
　
順
位
決
定
リ
ー
グ

■
対
象
者　
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

　
　
　
　
　
（
40
歳
以
上
）

■
参
加
費　
１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

■
締
切
日　
12
月
11
日
（
金
）

■
主　
催

　
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
体
育
協
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　
焼
尾
賢
一

　
☎
33
‐
９
３
２
２　
ＦＡＸ
33
‐
９
３
２
３

新
春
か
る
た
大
会
開
催
！

　
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
新
春
か
る
た
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

か
る
た
取
り
の
ほ
か
、
餅
つ
き
、
竹
馬
、

こ
ま
回
し
、
羽
根
つ
き
な
ど
日
本
の
伝
統
あ

る
正
月
行
事
や
遊
び
を
地
域
の
方
々
に
教
わ

り
な
が
ら
行
な
い
ま
す
。

　
夫
婦
太
神
楽
「
か
が
み
も
ち
」
さ
ん
が
今

年
も
登
場
し
ま
す
！
お
楽
し
み
に
！

　
お
友
達
や
親
子
さ
ん
も
一
緒
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日　
時　
平
成
28
年
１
月
５
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
（
受
付
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

■
場　
所　
旧
高
野
家
住
宅
甘
草
屋
敷

　
　
　
　
　
（
主
屋
・
小
屋
）

■
参
加
費　
無
料

■
対　
象

　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
小
学
生

■
使
用
か
る
た

　

甲
州
市
ふ
る
さ
と
か
る
た　
　
　
　
　
　

■
申
込
方
法

　
当
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
甘
草
屋
敷
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
７

大和の歴史的風致散策
甲州市の歴史を知っていただくため、「歴史的風
致散策」を開催します。今回は諏訪神社本殿、
三嶋神社本殿など、ＪＲ甲斐大和駅周辺をゆっ
くりとご案内しますので、ぜひご参加ください。
■日　時　１２月２０日（日）
　　　　　午前９時～午後３時
■集　合　甲州市役所 大和支所
■参加料　無料（保険代を当日徴収）
※歩きやすい服装でご参加ください。
※昼食をご持参ください。

第５回上条集落見学会
江戸時代の茅葺切妻造民家がまとまって保存さ
れている重伝建地区と、1 月 14 日のどんど焼き
にそなえ、道祖神場へ建てられた「オコヤ」をゆっ
くりとご案内します。ぜひご参加ください。
■日　時　平成２８年１月１１日（祝）
　　　　　午前１０時～正午
■集　合　福蔵院駐車場
■参加料　無料（保険代を当日徴収）
※歩きやすい服装でご参加ください。
※昼食をご持参ください。

文化財課　イベント情報
◆申込方法　 各イベントとも開催１週間前までに電話またはＦＡＸにて、氏名・住所・性別・生年月日・

電話番号をご連絡ください。
◆申し込み・お問い合わせ先　甲州市教育委員会 文化財課 ☎３２ ‐ ５０７６ FAX ３２ ‐ ５１７２

第８回やまなし農業・農村シンポジウム
世界農業遺産認定を目指して！
守ろう、伝統ある果樹農業と美しい農村景観
■日時　１２月６日（日）午後１時３０分～
■場所　勝沼ぶどうの丘　イベントホール
■内容　①基調講演（講師　永田明 氏）
　　　　　先進国日本における世界農業遺産の意
　　　　　義とその活用
　　　　②パネルディスカッション
　　　　　パネリスト　宮本健真氏 / 金田直之氏
■参加費　無料
◆お問い合わせ先　産業振興課　農地担当
　　　　　　　　　☎３２ ‐ ５０９２
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基礎から学ぶウォーキング教室を開催します（要申込）
足腰を痛めず安全に楽しくウォーキングができるよう、正しい歩き方、靴の履き方、
ストレッチ方法など歩くことの基礎を学びます。各教室ごとコースを変え、季節
折々の自然を楽しめる内容にもなっています。ぜひご参加ください。

○第１回　１２月１３日（日）午後１時１５分～３時３０分　※集合：塩山保健福祉センター
　　　　　基礎から学べる正しいウォーキング（塩山地区コース）
○第２回　平成２８年１月１６日（土）午後１時１５分～３時３０分　※集合：塩山保健福祉センター　
　　　　　疲れを残さずのびのびウォーキング（塩山地区コース）
○第３回　平成２８年３月５日（土）午後１時１５分～３時３０分　　※集合：勝沼市民会館
　　　　　自然満喫ウォーキング①（勝沼地区コース）
○第４回　平成２８年４月９日（土）午前９時１５分～１１時３０分　※集合：勝沼市民会館
　　　　　自然満喫ウォーキング②（勝沼地区コース）
■内　容　正しい歩き方、靴の履き方、疲れを残さないストレッチ。
　　　　　ウォーキングコースは２ｋｍ・４ｋｍ選択可
■対　象　甲州市民の方（足腰に痛みのない方。治療中の方は主治医に相談して参加してください。）
■定　員　５０名先着順。事前にお申し込みください。　
■持ち物　歩きやすい服装、靴、リュック、カッパ、飲み物、タオルなど。小雨決行
　　　　※集合場所まで行く手段がない方は、送迎を行いますのでご相談ください。
◆申し込み・お問い合わせ先　健康増進課　健康企画・医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

１２月・１月上旬
ある～くイベント情報

かつぬま朝市まち案内処開設
フットパス・ガイドツアー
☆日　時　１２月６日 ( 日 )
☆コース　勝沼町勝沼地内
☆定　員　なし（当日参加可能）
☆参加料　３００円
☆主　催　勝沼フットパスの会
☆申込・問合せ先
　☎３９ ‐ ８９１５（勝沼フッ
ト　パスＨＰからも申込み可能）

大和の歴史的風致散策

☆日　時　１２月２０日（日）
　　　　　午前９時～
☆コース　ＪＲ甲斐大和駅周辺
☆集　合　甲州市役所　大和支所
☆主　催　文化財課
☆申込み・問合せ先
　☎３２ ‐ ５０７６

チャレンジ　プラス　１０００歩　

からだを動かすことが健康によいことはわかって
いても、行動に移すのはなかなか難しいのではな
いでしょうか。まずは今より１０分・１０００歩
多く動いて、健康への第１歩をはじめてみません
か。ご家族そろって、また職場や仲間どうしで声
をかけあってぜひご参加ください。
■実施方法
①チャレンジウィーク中（もしくは１月の連続した１週間）、毎日今より
　１０分多くからだをうごかす。
②記録表を健康増進課へ提出、またはインターネットで回答する。
　（記録表は保健環境委員会より全戸に配布予定です。また市ホームペー
　ジからもダウンロードできます。）
◆お問い合わせ先　健康増進課　☎３２ ‐ ５０１４

婚活フットパス
星夜のワイン会
☆日　時　１２月１２日 ( 土 )
☆コース　塩山玉宮地内
☆集　合　ＪＲ中央線塩山駅北口
　　　　　( 送迎付 )
☆定　員　女性１０名
☆参加料　４，０００円
☆主　催　玉宮フットパスの会
☆申込・問合せ先
　☎０９０－５４９７－６８９０

第５回上条集落見学会

☆日　時　１月１１日（祝）
　　　　　午前１０時～
☆コース　塩山下小田原上条集落内
☆集　合　福蔵院駐車場
☆主　催　文化財課
☆申込み・問合せ先
　☎３２ ‐ ５０７６

チャレンジウィーク平成２８年１月１８日（月）～１月２４日（日）の１週間、今より１０分・１０００歩多くからだをうごかそう！
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無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
12
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
　
　
　
　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
７
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

　
す
。

※
12
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

　
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時　
12
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎 

１
階

　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30

　
　
　
　
　
分
以
内
）

■
内　
容

　
消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
な
ど

※
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

　
制
で
す
。

■
そ
の
他

※
12
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

　
類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
12
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

大
和
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
12
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
研
修
室
３

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

峡
東
地
区
特
設
合
同
行
政
相
談
所

　
国
や
県
、
市
な
ど
の
担
当
者
が
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

■
日　
時　
12
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
夢
わ
ー
く
山
梨　
３
階

　
　
　
　
　
大
集
会
室

　
　
　
　
　
（
山
梨
市
上
神
内
川
１
３
４
８
）

■
内　
容

　
国
民
生
活
に
か
か
わ
る
登
記
、
年
金
、
道

路
な
ど
の
相
談
に
、
国
や
県
、
市
の
担
当
者

が
お
応
え
す
る
ほ
か
弁
護
士
や
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
税
理
士
な
ど
も
参
加
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
予
定
機
関

甲
府
地
方
法
務
局
／
甲
府
年
金
事
務
所
／

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
／
山
梨
市
／

山
梨
県
行
政
書
士
会
／
山
梨
県
弁
護
士
会

／
山
梨
県
司
法
書
士
会
／
東
京
地
方
税
理

士
会
山
梨
県
会
／
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
／
山
梨
県
行
政
相
談
委
員
協
議
会
／

山
梨
行
政
評
価
事
務
所
（
計
11
機
関
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
行
政
相
談
課　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

冬
の
Ｅｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

　
お
子
さ
ま
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が

い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が

あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生

な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所　

○
12
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
山
梨
県
立
わ
か
ば
支
援
学
校
ふ
じ
か
わ
分

　
校
（
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
鰍
沢
５
６
７
３

　
‐
１
２
）

○
12
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
山
梨
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐

　
１
０
‐
２
）

※
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な
り
ま

　
す
。

■
申
込
方
法　

　
12
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
盲
学
校
へ
電

話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。

■
費　
用　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｅｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐　
１
０
‐
２
）　

　
☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を

し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
12
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場　
所

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

も
の
忘
れ
相
談

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
12
月
18
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

12
月
16
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎 

市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

介
護
者
の
会

『
四
つ
葉
の
会
』
例
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
12
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～

■
内　
容　
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
心
身
の

　
　
　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
交
流

■
場　
所　
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
集　
合　
甲
州
市
民
文
化
会
館
表
駐
車
場

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
集
合

■
対　
象　
会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
方
、
介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ

　
　
　
　
　
る
方

■
持
ち
物　
入
浴
に
必
要
な
タ
オ
ル
等

■
会　
費　
５
０
０
円

■
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話
に

て
12
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

■
日　
時　

　
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
12
月
２
日
、
９
日
、
16
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
12
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相

談
（
予
約
制
）

　
障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身
が
、
同

じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り

ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
視
覚　
石
原　
テ
ル　
氏

　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚　
遠
藤　
養
蔵　
氏

　
　
　
　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体　
羽
村　
千
鶴　
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村　
安
孝　
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江　
氏

　
　
　
　
☎
32
‐
３
１
２
０

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
12
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」
の

お
知
ら
せ

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族

の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。
来
所

で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問
も
可
能

で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
12
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
申
込
み　
12
月
９
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

１
５
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
甲
州
市
で
は
“
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
”
を
目
指
し
て
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
見
守
り
支
援
す
る
応
援
者
と

し
て
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
地
域
住
民
、
民
生
委
員
、
市

役
所
、
小
学
校
、
銀
行
、
消
防
署
、
商
工
会

と
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
神
金
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
「
年
を
と
る
っ
て
ど
う
こ
と
？
」「
認
知
症

に
つ
い
て
」
と
い
う
内
容
で
講
座
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
年
を
と
る
と
し
わ
が
増
え
る
、
歯
が
抜
け

る
、
足
が
弱
く
な
る
」
と
児
童
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
普
段
か
ら
高
齢
者
と
接
す
る
中
で
何
気

な
く
感
じ
て
い
た
年
を
と
る
事
の
身
体
の
変

化
を
再
確
認
で
き
た
様
子
で
し
た
。

　
初
め
て
聞
く
内
容
も
あ
っ
た
た
め
か
、
終

始
真
剣
に
話
し
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
受
講
後
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
い
る
の
で
優
し
く
し
た
い
」「
認
知
症
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
優
し
く

接
し
た
い
」「
周
り
の
人
が
認
知
症
に
な
っ
て

困
っ
て
い
た
ら
笑
顔
で
声
を
か
け
て
助
け
て

あ
げ
た
い
」
と
数
多
く
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
児
童
会
長
さ
ん
へ
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
授
与

し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
多
く
の
方
が
認
知
症
の
方
の
応

援
者
と
な
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
の

人
に
見
守
り
支
援
さ
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
今
後
も
様
々
な
方
を

対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

今年度から介護予防の取り組みのひとつとして始まりま
した「健幸隊」は、地域の仲間が声をかけあって自主的
に介護予防に取り組んでいるグループです。
６５歳以上の方を中心とした１０名以上のグループに月
に一回講師を派遣し、自立した生活を送るために必要な
筋力・体力を維持するための体操を楽しく行なっていま
す。
この健幸隊は会場の確保や準備、参加への声かけ等、住
民の方が自主的に活動していることが特徴です。
今年度は４グループの申し込みがあり、月に１回地域の
公民館に集まって体操をしています。

季節の歌や演歌に合わせ、歌いながら体を動かしたり、
ボールを使って脳を活性化させる体操等をしています。
参加者からは「この体操が月一度の楽しみ。近所の方々
との交流の機会も増えて良かった」「家から近くて気軽
に参加できるのが良い」「家にいる事が多かった方が外
出する機会になり楽しく体操をしている」と好評です。
住民同士で介護予防の取り組みの良さを伝えあったり、
参加への声かけが地域全体の健康づくりやご近所の見守
りにもつながります。
皆さんの地域でもご近所同士で介護予防の取り組みを始
めてみませんか。

地域を明るく
元気にする

健
け ん こ う た い

幸隊

みんなで
支える。
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日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

年末・年始における
犯罪及び事故防止

年末・年始になると、
① ひったくり　
② 空き巣等の窃盗事件
③ 金融機関・深夜スーパー等対象の
　 　　　　　　　　　　　強盗事件
④ 振り込め詐欺

の被害が発生するおそれがあります！

P
こうした犯罪の発生を防ぐため、
１２月中旬から１月初旬までの間

「年末・年始特別警戒取締り」
を実施します。

P
① 各種事件・事故防止のための警戒活動
② 防犯団体と協力して防犯診断・
　 　　　　　　　　　　特別パトロール
③ 振り込め詐欺被害防止対策

を強化します。

家庭や職場、地域ぐるみで防犯意識を高
めて、犯罪の被害に遭わないように心が
けましょう。

◆お問い合わせ先
　日下部警察署　生活安全課
　☎２２ ‐ ０１１０

暴走族追放にご協力を。
　年末から年始にかけて、深夜から早朝に暴走族の暴
走行為が多くなります。暴走族を追放するには地域の
皆様のご協力が不可欠です！

暴走族を追放するためには…
① 暴走族を知っている、あるいは見かけたとき！
② 改造車両などが置いてあるのを見かけたとき！
③ 暴走族が集まる場所を知っているとき！

などは、１１０番通報するか、最寄りの警察署・交番・
駐在所に連絡してください。
安全で平穏な交通社会実現のため…

★暴走をしない。
　　させない。
　　　見に行かない。

を合い言葉に、地域ぐるみで暴走族を追放しよう！
◆お問い合わせ先
　日下部警察署　交通課　☎２２ ‐ ０１１０

不動産無料相談
■日　時　12月17日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成 27年 11月 1日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,320人	 （－ 26人）
	 男	 16,113人	 （－ 15人）
	 女	 17,207人	 （－ 11人）
	 世帯	 13,252世帯	（－ 2世帯）

温かな善意ありがとうございました

◎市政のため
　植野　保さん（上於曽）

◎社会福祉事業へ
　塩山建設組合（熊野）

◎甲州市社会福祉協議会へ
　橘田洋子さん（上於曽）
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★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

◆市内図書館
　年末年始休館のお知らせ
　１２月２８日（月）～
　　平成２８年１月４日（月）まで
　　　（勝沼図書館及び大和図書館）
　　平成２８年１月５日（火）まで
　　　（塩山書館及び甘草屋敷子ども図書館）

◆甘草屋敷子ども図書館
　第４６回企画展
　「うしろにいるのだあれ」原画展
☆会期　１２月２６日（土）まで開催中
☆会場　甘草屋敷子ども図書館

◆勝沼図書館おりがみ教室③
☆１２月１２日（土）午後２時～
☆会場　勝沼図書館（要予約）
☆内容　「正月飾り」　　　一般向け　１５名
　　　　「ジバニャンサンタ＆ツリー」
　　　　　　　　　　　　子ども向け１５名

◆市内図書館
　「本の福袋」貸し出し
　図書館員のおススメする本のセットです。
　いつも自分で選ぶ本とは違う本にチャレンジ
してみませんか？
　何が入っているかは借りてからのお楽しみ！
＊平成２８年１月５日（火）午前１０時～
　→勝沼図書館　◎大人向け１５袋
　　◎子ども向け１５袋　◎絵本セット１５袋
　→大和図書館　◎大人向け２袋
　　◎子ども向け２袋　◎絵本セット１袋
＊平成２８年１月６日（水）午前１０時～
　→塩山図書館　
　　◎大人向け２０袋　◎子ども向け１０袋
　→甘草屋敷子ども図書館
　　◎絵本セット２０袋
　※全て貸し出された時点で終了となります。

◆寄贈本の紹介　市内の方の著書で寄贈していただいた本です。（著者名五十音順）
：飯田文弥／著『近世甲斐の社会と暮らし』　：石水喜男／著『日本型雇用の真実』：篠原敏彦／著『甚六
会２５周年記念誌』『甚六会３０周年記念誌』『菱山柔道スポーツ少年団２５周年記念誌』　：鈴木八束／
著『ハガキ画曼駄裸一葉一絵　鈴木八束画集』　：須田直菜／著『甲州市ひととまちをつなぐインタビュー
集②』：中村はるね／著『はるかなるわだつみ』　：平山利幸／著『大和村の史跡と文化財』『大和村の名
勝古跡』『武田氏終焉地の史跡』　：広瀬芳進・広瀬一行／著『広瀬澄男遺稿集』

小学生から一般の方まで
が一緒に戦ったビブリオ
バトル⑦。チャンプ本は
飯嶌さんが紹介した『サ
ンタクロースが届けてく
れた心温まる物語』清輔
夏輝 / 著　でした。

１１月１日に行われたカムカムフェス
タ。たくさんの子どもたちで盛大に、
勝沼図書館の誕生日を祝いました！



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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内
うち

田
だ

	蒼
そう

大
た

くん（３歳）

　　	陽
ひま

莉
り

ちゃん（１０ヶ月）

そうチャン、ひぃチャンの笑顔に家族み
んなが癒されてます (^^) これからもニ
コニコ笑って、元気に大きくなってね☆
父・祐樹さん、母・郁美さん

（菱山）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。わが家のスター

岸
きし

本
もと

	菜
な

那
な

ちゃん（２歳）

　　	莉
り

歩
ほ

ちゃん（８ヶ月）

元気いっぱいに育ってね♡いつま
でも仲良し姉妹でいてね♡

父・佳昭さん、母・景子さん
（熊野）

川
かわ

口
ぐち

	結
ゆ

菜
な

ちゃん（８ヶ月）

毎日毎日出来ることが増えていくね。
たくさん食べてたくさん遊んでたく
さん笑って元気に大きくなってね♡
父・佑樹さん、母・由香さん

（赤尾）

早
はや

川
かわ

	晴
はる

斗
と

くん（６ヶ月）

寝返りしたらいつも得意気な顔をする
ヤンチャっ子！ ( 笑 ) 元気いっぱいに
育って、たくさん笑顔をみせてね♡
父・義貴さん、母・知恵さん

（勝沼）

高
たか

木
ぎ

	　陽
はる

くん（７ヶ月）

毎日、陽がいてくれて楽しいよ！
元気で明るく育ってください。

父・陽一さん、母・麻衣さん
（下於曽）

高
たか

木
ぎ

	心
ここ

望
み

ちゃん（８ヶ月）

その大きな瞳で色んなものを見
て、感じて、心の優しい思いやり
のある素敵な女性になってね。
父・淳さん、母・あゆみさん

（赤尾）


